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深秋の候 先生方におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、理科の新課程は、中学校では 2021年度より中学校で全面実施、高校では 2022年度より年次進行で実

施されています。化学においては、昨年度の研究会でも取り上げたエネルギーのエンタルピー表記の導入をは

じめ、原子軌道の記載、用語の改変など、大きな変化がありました。新課程への移行の度、その対応に苦慮さ

れる先生方も少なくないと思います。 

そこで本研修では、東京理科大学教授の井上正之先生をお招きし、高等学校化学の記載が変化した事例や、

それを踏まえた上で教員がもつべき心構えなどについて、具体例を挙げながらお話しいただきます。 

また、既に新課程の化学や化学基礎の授業をご経験なさった先生方もいらっしゃるかと思います。会の中で

小グループに分かれての情報交換の時間をとりますので、新課程の授業の振り返りや共有をしていただき、今

後の指導に役立つものをお持ち帰りいただければと考えております。 

 校務多用の折ではございますが、お誘い合わせの上ご参加くださいますようご案内申し上げます。 
 

記 
 

１．日  時  令和５年１２月２２日（金）１７：３０～１９：３０（受付開始１７：００～） 
 

２．会  場  アルカディア市ヶ谷（私学会館）会議室 
 
３．プログラム  ・講演「これからの化学教育に必要な心構え」 

・新課程教育に関する情報交換 

※申し込みをいただいた方には情報交換をより充実したものにすることを目的とした 
事前アンケートをお送りいたします。ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

４．講  師  東京理科大学理学部化学科 教授 井上 正之 先生 

【プロフィール】1987年に東京大学大学院理学研究科修士課程修了、

私立広島学院中学校・高等学校で 20年間教鞭をとる。その間、2006

年に広島大学大学院教育学研究科博士後期課程を修了。博士（教育）。

2007年より東京理科大学理学部第一部化学科に勤務。大学院の所属は

理学研究科科学教育専攻。 

理学的な視点から、中等化学教育で扱う実験教材や教科横断型授業

教材の開発、教科書の内容の見直しなどをテーマにした研究を行って

いる。 

理数系教科研究会（理科・化学）「講演会」 

これからの化学教育に必要な心構え 

～変化する教科書の記載と指導方法の検討～ 



５．定  員  ５０名（申し込み順⇒定員になり次第締め切ります） 

 

 

６．参 加 費  無 料（当協会会員各校の拠出金と(公財)東京都私学財団からの補助金で運営しております） 

 

 

７．申込方法  １２月１４日（木）までに東京私学教育研究所 HPよりお申し込みください。 

URL  https://k.tokyoshigaku.com 
 

 

８．委員名（支部・学校名） 

委員長  武藤  道郎（② 芝  ） 

委  員  久保田  港（② 芝  ） 小島  雄紀（②広尾学園） 

長田   学（⑧桐朋女子） 熊澤めぐみ（⑦香蘭女学校） 

 

東京私学教育研究所  理数系教科研究会（理科・化学） 

 担当：松田・細川                          

 TEL 03-3263-0544 

 

 

 

 

《会場案内図》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■交通のご案内 

地下鉄 有楽町線 南北線 

市ヶ谷駅（1 または A1）出口 

地下鉄 新宿線 

市ヶ谷駅（A4 または A1）出口 

JR 中央線（各駅停車） 市ヶ谷駅 

 

上記改札・出口から徒歩約 2 分 

台風の接近、豪雨などによる天候の悪化や各種災害、新型コロナウイルス感染症への政府方針変更などにより、実施方法

（オンライン研修を含む）・プログラムの変更や中止（延期）となる場合があります。 

その際には web 申込時にご入力いただいたメールアドレスへ迅速にご案内させていただきます 

 


